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注意これは講義ノートではありません。計算の要点を抜粋しただけのものです。 
 
◎状態密度 ( ) εε ∆∆≡ nD   (エネルギー範囲 ε∆ に入っている状態数を n∆ 個とする) 

４-A 一次元の細い針金に閉じ込められた自由電子 
針金の長さ L 、針金の内側ではポテンシャル=0、周期境界条件： ( ) ( )Lϕϕ =0  
固有関数： ( ) xkieAx =ϕ 、但し Lnk π2= （ nは整数、正負を取ることに注意） 
固有エネルギー： ( ) ( ) 22222222 2222 nLmmLnmkn ⋅=== ππε hhh  
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４-B 三次元の金属の立方体に閉じ込められた自由電子  

固有関数： ( ) zikyikxik zyx eeeCr =
rϕ 、但し ( )zyx nnn
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まず、エネルギーε 以下の状態数 ( )εN を調べてみると、 
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よって、半径 ( ) εεπ mLR 22= 球の体積を計算して、 ( ) 3
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   さらに、 mk 222h=ε , λπ2=k を代入すると、 ( ) ( ) ( )λπε hhVmD 34=  

４-C 三次元金属のフェルミエネルギー ( )0=Tµ  
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( )0µ をフェルミエネルギー Fε と呼ぶ(絶対零度で金属中の電子が持つ最大エネルギ)  

 ※フェルミエネルギーの色々な表現 (◎波数 3 2
F 3 VNk π= が覚えやすい) 
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    (温度 FT , 角速度 Fω , 振動数 Fν , 波数 Fk , 波長 Fλ , 運動量 Fp , 速度 Fυ ) 

４-D 状態密度とは？  ≡積分変数の変換の因子 
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４-E 平均のエネルギー（フェルミエネルギーは T = 0での最高のエネルギー） 
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T = 0での圧力を求めると（古典理想気体ではゼロ）、 
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スピン S =½が
ある場合は二倍

スピン S =½が
ある場合は二倍
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